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１．授業のねらい 

 「よりよく生きるための道徳性を養う」 

普段無意識に判断している「便利」とはな

にかを考えるなかで、自身の経験を振り返

ることや「便利」さそのものだけではない視

点（不便の有り様）にも目を向けながら、

他者と意見の交流を図り、共有される視点

に気づくことや、そこにある差異を踏まえる

こと等から、「社会生活」を送るなかで「～

とはなにか」を深く考え、他者に対する寛

容さも持ち合わせられるような道徳的判断

力を育む。 

 

２．授業の位置づけ 

 A-05：真理の探究、創造については、「真実を

大切にし、真理を探求して新しいものを生み出そ

うと努めること」とされる。一学期の授業で「真

実／真理とは」ということを考える機会を得てい

るなかで、その一例となる「便利」について深く

考えることを通じ、「真理の探究」に向き合う姿

勢をの汎化／深長を図る。これはまた、目標にあ

る「物事を視野から多面的・多角的に考える」と

いうことに結びつくものとも位置づけられる。さら

に、「便利」という抽象度の高いものに向き合う

なかで、「諸事象の背景にある道徳的諸価値の

多面性に着目」し、「どのように生きるのか」主

体的に考えることにも関連づくものである。 

 

３．本時の主張 

(1) 生活学習の中に位置づく「道徳」 

「豊かな集団生活を通して心身の調和のとれ

た発達を目的とし、道徳性・社会性を育む」生活

学習のなかに位置づけられる「道徳」の授業で

の課題解決過程は、実生活の結びつきを土台と

した「学習過程」のなかからもとらえることがで

きる。この視点に立ち、学習過程・思考の手立て

の観点から、本時の学習を捉えていく。 

 

(2) 思考の入り口として／「問い」への着目 

 「道徳」の学習過程（課題解決過程）において、

「思考」することは非常に重要である。そこで、

「思考の深まり」を促すために、その“入り口”を

どのようにつくるのかという点から考えていきた

い。これはまた、「問い」への着目とみることもで

きる。本時においては、汎化／深化という観点か

ら、抽象度の高いものを具体に置き換えていくこ

とが必要になる。そこで、身近な事柄の想起や視

点の転換を促すために、絵本や書籍などを利用

していく。 

 

(3) 要素の抽出／思考を“促す”手立て 

多面的・多角的要素から、自己と他者に目を

向け、共通する「要素」への着目を促す。また自

身の考えだけに依りすぎないよう、思考を促す

“問いを重ねる”ことに着目する。 
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“できるかぎり人の手が加わらない状態”のようにとらえてしまっていないだろうか。「便利」と判断
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にあらためて目を向けることで、状況判断を伴う「価値づけ」について主体的に向き合い、考える

機会としたい。本時では絵本や書籍などを用いながら、「一つの考え方」に触れる場や身近な事

柄との結びつきを考えるきっかけを設定していく。 
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４．本時の展開 

主な学習活動と予想される生徒の反応 指導上の留意点 学習過程・思考の手立て 

〈１． 導入〉【自分の考えを明らかに】 

「便利」ってなんだろうという観点から考える。 

① これは「便利」というもの 

② 「便利」になってほしいもの 

を考る。（5分） 

 

・それぞれの経験を顧みながら、「便利」と言う意識を

自覚化していくことをねらいとする。 

・たんに事物を思い浮かべるだけでなく、「便利」と結び

つけた「なぜ」という問い返しを促す。 

 振り返り  

〈結合〉 

〈２．展開Ⅰ〉 

（１）「便利」から「不便」をとらえる 

①  「便利」について自分のことばで説明する。 

② 『ものぐさトミー』を参考に“「便利」のあり方”

（方向性）について考える 

③ 「便利」をもとに「不便」とはを説明する 

       （20分） 

・「便利」と「便利になる」ということの印象の差異など、

「ことばへの着目」をきっかけに、「便利」ということの

“奥行き”を意識させる。。 

・“自動化”を「便利」とは異なる観点で示した話題を

土台に、「便利」の有り様を考える 

・「“不”便」ということの抽象性、「共有しているつもり」

の土台に目を向けることを促す。 

 問題発見  

〈転換〉 

〈置換〉 

〈２． 展開Ⅱ〉 

【グループで考えてみる】～「便利」を見つめて 

 Ⅰを参考にしながら、「便利」とはなにかグループで話

し合ってみましょう。 

① それぞれの「考え」を紹介する 

②「Q ワード」をつかって、皆のだした「考え」を検討

してみる 

② グループで「便利」に関連する事柄を整理する 

（10分） 

・はじめに示したものや絵本をもとに考えたことを、言語化して

みる。 

・それぞれの「考え」を知ることで、共通する部分、異な

る部分の存在を意識する。。 

・思考の変化を促すことが期待できる 11 語を用いて、

それぞれの考えを多角的に捉えるきっかけとする。 

〈転換〉 

〈置換〉 

〈３． 展開Ⅲ〉 

・“不便益”や“弱いロボット”など、違和を含む結びつ

きの事例をもとに、「便利」をあらためてとらえてみ

る。 

・「便利」を考えるときに「大切」なのはなにか、自分の

考えを明らかにする。 

                （10分） 

 

・「便利」そのものを受け止めるのではなく、それを形作

る要素・視点に着目することで、汎化のきっかけとし、

「社会生活 」への応用を促す。 

・「便利 」ということの「真理」を考えていくために、“そ

のもの”だけではない観点を意識化することを促す。 

計画，情報収集・精査・選択  

〈比較〉  

 

〈4．終末〉 

・本日、自分が考えたこと・気づいたこと・疑問を振り返

る。             （５分） 

・本時考えていった事柄を振り返り、「便利」そのものだ

けでなく、それをとらえるうえで「大切」なものといった、

個々の感性に根付くものを含むことに目を向けたうえ

での振り返りを促す。そこから、「道徳的諸価値の多面

性」について考えを深められるようにしたい。 

 振り返り  

〈転換〉 

〈置換〉 
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